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　「がん哲学外来市民学会　第 5回石巻大会」へようこそおいで下さいました。

東北で初の開催となります本大会には、東北地方はもとより遠くは九州まで、

日本各地からがん哲学外来に心を寄せる多くの方に足をお運びいただけること

になりました。石巻とがん哲学外来のご縁は、一昨年の 9月、樋野先生に当院

でご講演いただいたところから始まりました。その後当院におきましてもがん

哲学外来をスタートさせ、そしてわずか 2年で、このように盛大な市民学会を

開催できることは大変喜ばしく、ここにお集まりの皆様はじめ関係各位のお力

添えがあってのことと、心より御礼申し上げます。

　本大会のテーマは「こころに寄り添う」です。医学がどれだけ進歩しても、

ぬぐいきれない不安、やり場のない怒り、想いが叶えられない悲しみを解消す

ることはできません。そのような患者さんやご家族のこころに寄り添い、支え

になれますよう、素晴らしい講師をお招きし、私たちにできる精一杯のおもて

なしをさせて頂きます。

　あの震災から 5年。石巻の復興は未だ道半ばであります。そのさなか今度は

熊本を大地震が襲い、またしても多くの方が被災されました。この市民学会が

ひとりでも多くの方のこころを暖め、明日を照らす光になることを祈念いたし

まして、ご挨拶とさせていただきます。
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　広辞苑によれば、国手とは「国を医する名手の意」、名医また医師の敬称と

あり、「医師は直接、間接に、国家の命運を担うと思うべし」とのことであ

る。医師の地上的使命と同時に「日本の傷を医す者」（矢内原忠雄: 1893-1961

年、1945年12月23日の講演）が蘇った。

　（１）「明晰な病理学的診断」

　（２）「冷静な外科的処置」

　（３）「知的な内科的診療」

　（４）「人間力のある神経内科的ケア」

　（５）「人間の身体に起こることは、人間社会でも起こる＝がん哲学」

「理念」：3カ条

　（１）世界の動向を見極めつつ歴史を通して今を見ていく

　（２）俯瞰的に病気の理を理解し「理念を持って現実に向かい、現実の中に

理念」を問う人材の育成

　（３）複眼の思考を持ち、視野狭窄にならず、教養を深め、時代を読む「具

眼の士」の種蒔き

がん哲学外来市民学会　第５回大会がん哲学外来市民学会　第５回大会

理 事 長 あ い さ つ

一般社団法人「がん哲学外来」理事長
「がん哲学外来市民学会」代表

樋　野　興　夫
（順天堂大学医学部病理・腫瘍学 教授）

「がん哲学外来へ ようこそ ～あなたは そこにいるだけで 価値ある存在～」
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「風貌と胆力」：7カ条

　（１）自分の研究に自信があって、世の流行り廃りに一喜一憂せず、あくせ

くしない態度

　（２）軽やかに、そしてものを楽しむ。自らの強みを基盤とする。

　（３）学には限りないことをよく知っていて、新しいことにも、自分の知ら

ないことにも謙虚で、常に前に向かって努力する。

　（４）段階ごとに辛抱強く、丁寧に仕上げていく。最後に立派に完成する。

　（５）事に当たっては、考え抜いて日本の持つパワーを充分に発揮して大き

な仕事をする。

　（６）自分のオリジナルで流行を作れ！

　（７）昔の命題は、今日の命題であり、将来のそれでもある。

　1860年代遣米使節団 (勝海舟らがいた) が、ニューヨークのブロードウエイ

を行進した。彼らの行進を見物した詩人ホイットマンは、印象を「考え深げな

黙想と真摯な魂と輝く目」と表現している。この風貌こそ、現代に求められる

「医療者の風貌」でなかろうか。

　（１）賢明な寛容さ (the wise patience)

　（２）行動より大切な静思 (contemplation beyond action)

　（３）紛争や勝利より大切な理念 (vision beyond confl ict and success)

　（４）実例と実行 (example and own action)
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１．受　　付　　8：30～16：00　　災害医療研修センター　１階ロビー　　　

　　（開場　8：30～、開演　8：55～）
　　◇参加費（学会員2,000円、非学会員3,000円）をお支払いただき、参加証をお受け取りください。
　　（参加証は名札/入館証となりますので、敷地内ご移動の際は必ず着用ください。）
　　◇事前にお弁当をお申し込みされている方は、お支払（1,000円税込）をお願い致します。
　　　お弁当の引換券と領収書をお渡しします。

２．クローク　　8：30～16：00　　災害医療研修センター　１階ロビー

　　お荷物をお預かり致しますのでご利用ください。（貴重品以外）

３．昼　　食　　12：00～13：00

お弁当をお申し込みされている方は、受付でお渡しした引換券をお持ちの上、看護専門学校１階ロ
ビーにてお受け取りください。お弁当配付時間は12：00～13：00までです。昼食は、講堂内・看護専
門学校ロビーでお召し上がりください。

４．シャトルバスについて

講演終了後、会場から石巻駅までのシャトルバス（無料）をご利用いただけます。
出発時間は下記の通りです。

　　　　　１本目：会　場（15：15発）　⇨　石巻駅（※電車時刻目安　仙台行15：52発）
　　　　　２本目：会　場（16：15発）　⇨　石巻駅（※電車時刻目安　仙台行16：54発）
　

５．その他

　　・講演中、携帯電話はマナーモードにしていただき通話はご遠慮ください。
　　・会場内での録音、写真撮影及びビデオ収録はご遠慮ください。
　　　（公式記録としての写真撮影、ビデオ収録担当者は腕章をつけております。）
　　・敷地内全面禁煙です。
　　・災害医療研修センター１階、看護専門学校１階、以外の入館はご遠慮ください。
　　・本館１階コンビニエンスストアご利用の際は、防災センターに参加証をご提示のうえ本館にお入り

ください。
　　・コーヒーショップはご自由にご利用ください。
　　・ロビーで書籍販売を行いますのでご利用ください。

～ 当日のご案内 ～～ 当日のご案内 ～
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午前の部
８：55～

９：00～

９：30～

10：15～　

10：30～

11：15～

12：00～

12：30～

午後の部
13：00～

13：45～　

13：50～

開会挨拶
　　大　会　長　金田　　巖　石巻赤十字病院長
　　理　事　長　樋野　興夫　順天堂大学医学部病理・腫瘍学　教授

朗読「奈良少年刑務所詩集」
　　朗　　　読　青木　裕子　軽井沢朗読館館長
　　チェンバロ　小澤　章代　チェンバリスト　　

講演「二つのがんを経験して思うこと」
　　講　　　師　石塚　真人　秋田テレビ株式会社常務取締役

休　　憩

講演「 －花一輪咲けばいい－　傾聴移動喫茶カフェデモンクについて」
　　講　　　師　金田　諦應　傾聴移動喫茶カフェデモンクマスター　曹洞宗通大寺住職

講演「魂の叫びに向き合う ～連載『挽歌の宛先  祈りと震災』の取材などを通して」
　　講　　　師　松田　博英　河北新報社報道部次長

休　　憩

アトラクション「五條の橋」
　　演　　　舞　大室南部神楽保存会

特別講演「がん哲学外来へようこそ
　　　　　　　　～ あなたは　そこにいるだけで　価値ある存在 ～」
　　講　　　師　樋野　興夫　順天堂大学医学部病理・腫瘍学　教授

次回大会長挨拶
　　　　　　　　沼田千賀子　神戸薬科大学　薬学臨床教育センター　教授

閉会挨拶
　　実行委員長　鈴木　　聡　石巻赤十字病院副院長

プ ロ グ ラ ムプ ロ グ ラ ム

テーマ「こころに寄り添う」



6 がん哲学外来市民学会第５回大会

一般社団法人軽井沢朗読館館長、朗読家、元NHKアナウン
サー、軽井沢町立図書館館長、日本文藝家協会会員
　津田塾大学国際関係学科卒業。NHKに入局し一貫してア
ナウンサーを勤める。NHK総合テレビ「ニュースワイド」
「おはようジャーナル」などでキャスターやリポーターをつ
とめる。退職後は軽井沢に私費で建てた「軽井沢朗読館」の
館長をつとめ、朗読や音声表現の楽しさを広め伝える活動を
全国で行っている。2013年1月より軽井沢町立図書館館長。
現在力を入れている取り組みは「朗読で元気をつなぐプロ
ジェクト」。キャンサーリボンズと共に、がん患者さんはも
ちろん、慢性的な病気をお持ちの方を元気づけたいという思
いで2013年より朗読会（ワークショップ）を全国で開催して
いる。

チェンバリスト
　国立音楽大学卒業。M. マウリエッロ・フリッシェンシュ
ラーガー氏に師事し、ウィーンコンセルバトリウム チェン
バロ科を首席卒業。米国ピッツバークコンサート協会のコン
クール入賞を機に米国でも活躍。ＮＨＫBSプレミアム「ニッ
ポンの里山」シリーズの挿入曲の作曲、演奏も行う。クラシッ
ク演奏他、様々な文学作品を題材に青木裕子氏の朗読とチェ
ンバロのコラボレーションにも取り組んでいる。
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朗 読

「奈良少年刑務所詩集」
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秋田テレビ常務取締役
1953年８月　　　秋田県河辺町生まれ。
1976年３月　　　立教大学法学部卒業
1976年４月　　　ラジオ福島入社（アナウンサー）
1979年　　　　　秋田テレビ入社

報道部記者配属（警察・地検・裁判所
担当）、制作部アナウンサー（スポー
ツ番組、「クボタ民謡おめぐり」の司
会、医師会企画・提供番組「医療を支
える群像」などの担当）を経て、

1996年　　　　　報道制作局報道部ニュースキャスター
2009年　　　　　報道制作局局長兼解説委員長
2015年６月から常務取締役

石
いし

塚
づか

　 真
まさ

人
と

講 演

「二つのがんを経験して思うこと」
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昭和31年生まれ。
駒澤大学人文科学研究科仏教学専攻修了
曹洞宗通大寺住職（栗原市）
東北大学実践宗教学寄附講座諮問委員
日本スピリチュアルケア学会会員
日本臨床宗教師会副会長
自殺防止ネットワーク「風」会員
傾聴移動喫茶「Café de Monk」マスター、仙台「心の
相談室」共同代表として東日本大震災被災者や希死念慮
者等の声に耳を傾け、その心に寄り添い続けている。

金
かね

田
た

　 諦
たい

應
おう

講 演

「― 花一輪咲けばいい ―　
傾聴移動喫茶カフェデモンクの活動」
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河北新報社報道部次長
1967年４月　　　秋田市生まれ。
1989年３月　　　中央大学法学部卒業
1989年４月　　　河北新報社入社

報道部、生活文化部主任などを経て、
2011年12月　　　山形総局主任
2013年４月　　　デジタル編集部副部長
2014年４月　　　報道部副部長

報道部の震災取材班キャップを16年３
月まで務める。
連載「挽歌の宛先　祈りと震災」には
デスクとして携わる。

2016年４月から報道部次長

松
まつ

田
だ

　 博
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講 演

「魂の叫びに向き合う～連載『挽歌の宛先  祈りと震災』
の取材などを通して」
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1954年、島根県生まれ。
医学博士。順天堂大学医学部病理・腫瘍学教授。一般社
団法人がん哲学外来理事長。米国アインシュタイン医科
大学肝臓研究センター、米国フォクスチェースがんセン
ター、がん研究所実験病理学医学部部長等を経て現職。
2008 年、「がん哲学外来」を開設。がんで不安を抱えた
患者と家族と対話を通して支援する予約制・無料の個人
面談を行うなど、医療現場と患者の間にある「隙間」を
埋める活動を続けている。肝がん、腎がんの研究での功
績が認められ、日本癌学会奨励賞、高松宮妃癌研究基金
学術賞などを受賞。著書に『いい覚悟で生きる』（小学館）、
『見上げれば、必ずどこかに青空が』（ビジネス社）、『が
ん哲学外来へようこそ』（新潮新書）などがある。

樋
ひ

野
の

　 興
おき

夫
お

特 講別 演

「がん哲学外来へ ようこそ 
～ あなたは そこにいるだけで 価値ある存在 ～」
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【MEMO】
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（大室南部神楽保存会）

アトラクションアトラクション

　南部神楽は岩手県早池峰山を巡る修験者
たちによる山伏神楽を元に伝承されてきま
した。石巻市北上町十三浜大室地区には大
正10年頃に伝えられ、昭和57年には北上町
指定無形文化財の指定登録を受けました
が、平成10年頃から担い手不足により活動
を休止していました。
　大室地区はリアス式海岸の入り江にある
静かな漁村でしたが、2011年3月11日の大
津波により、２軒を残してすべての家が流
され、多くの尊い命が奪われました。代々
受け継がれてきた神楽の衣装も道具も、台
詞の書かれた神題簿もすべて失いました。
　その１年後、散り散りになった住民を再
びひとつにして故郷に笑顔を取り戻したい
と、かつてこども神楽のメンバーだった若
者たちが集結しました。そして2013年５
月、故郷を想う人々の努力によって、大室
南部神楽が見事に復活を果たしました。今
では子どもたちも加わり、新しい世代と共
に神楽を未来に繋いでいけるよう活動を続
けています。

　日本の歴史で大きな人気を持つ源義経。その義経がまだ幼く、牛若丸と呼ばれていたころ、義経を
歴史上のヒーローにした立役者の一人、武蔵坊弁慶と出会い、主従関係を結ぶまでを描いた演目で
す。
　平氏に父を討たれ、平氏打倒を心に誓いながら鞍馬山でひっそりと暮らしていた牛若丸は、笛を吹
きながら京都にある五條の橋を渡ろうとしていました。そこへ「千本の刀を集める」悲願を成し遂げ
ようと、通りかかる人々から刀を奪い取り、その強さで人々から恐れられていた弁慶が立ちはだかり
ます。あと一本で悲願を達成する弁慶は牛若丸に戦いを挑みますが、天狗から仕込まれたといわれる
牛若丸の身軽な動きに翻弄されてしまうのです。牛若丸のあまりの強さと落ち着いた物腰から、普通
の子供ではないと感じた弁慶は、牛若丸に素性を問います。そこではじめて牛若丸が源氏の大将、亡
き源義朝の子供であることを知り、涙しながら牛若丸の家来になることを志願しました。

大室南部神楽

「五條の橋」
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　「第１回がん哲学外来コーディネーター養成講座」（2011年12月17日～18日：於 がん哲学
外来研修センター）が佐久で開催され、「佐久宣言」が採択されるに至った。

 「佐久宣言」（2011年12月18日）

　⑴「がん哲学外来市民学会」（Cancer Philosophy Clinic Association for the People）の設立
　⑵「がん哲学外来コーディネーター養成講座」修了証の発行
　がん対策推進基本計画は、すべてのがん患者・家族の苦痛の軽減・療養生活の質の向上を目
標とし、そのための施策としてがん医療に関する相談支援・情報提供が挙げられている。対話
型外来の『がん哲学外来』は、一般的ながん相談やセカンドオピニオン相談と異なり、患者の
生き方やスピリチュアルな問題について患者と十分に対話するものである。
「がん哲学外来市民学会」では、
　⑴「がん哲学外来」の必要要件を言語化する
　⑵「がん哲学外来コーディネーター」修了証・認定証を発行する。
　がん対策基本法や基本計画が掲げる「患者主体の医療」の基盤整備の一助となることが期待
され、厚生労働行政の施策等への活用が可能である。
　がんに罹患した患者・家族の多くが、未来に対する不安と生き甲斐の喪失を体験している。
一方、医療従事者は、患者の生き方や人生に関心を持ったとしても、それらについて患者・家
族と十分に対話する時間的余裕がないのが現状である。患者・家族はがんとともに生きていく
上で、病気を治すことだけでなく、人とのつながりを感じ、尊厳を持って生きることを求めて
いる。わが国の生活習慣の中には欧米のようなカウンセリングが普及していないので、上記の
患者および家族の受け皿は不十分であると言えよう。
　「がん哲学外来市民学会」は、医師、医療従事者、一般市民、学生、中高生など、がん問題
に関心を持つあらゆる人々が立場を超えて集う「経験交流」の場でもある。市民の立場に立つ
「医療維新」を目指す。モットーは
　⑴「暇げな風貌」の中に、「偉大なるお節介」を有する「胆力と気概」の習得
　⑵体験を踏まえつつ、空の上から自分を見る視点を持った「当事者研究」の推進
　⑶言葉の大切さ、重み、対話のあり方を学ぶ「次世代のがん相談者」の育成
である。  （順天堂大学医学部 病理・腫瘍学教授）

がん哲学外来市民学会設立趣意書
がん哲学外来市民学会　代表　樋野　興夫

がん哲学外来市民学会
（事務局）がん哲学外来研修センター
〒385－0046  長野県佐久市前山321番地３
電話 0267－63－5369／FAX 0267－63－5389
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がん哲学外来カフェの心得
～立居振舞い３ヶ条～

がん哲学外来カフェの方針の３ヶ条
●

●

●

カフェスタッフの要件の３ヶ条
●

●

●犠牲を払う（自らは犠牲になっても、心は豊かになる）

がん哲学外来カフェの役割の３ヶ条
●個人面談

●

●
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がん哲学外来コーディネーター認定制度委員会の設置   
【がん哲学外来コーディネーター市民学会の「認定基準」を設ける背景】 
　がん哲学外来市民学会の果たす役割のひとつは、全国のがん哲学外来カフェ（以下、カフェという）が学び合う場を
提供することです。地域ごとのがん哲学外来の取組の特色をがん哲学外来市民学会大会で提示していただいて、これ
から新たにカフェを立ち上げる方々への参考にしていただければよいと考えます。
　カフェには多様性がある一方で、「がん哲学外来」としての共通の規範も必要です。当学会におけるがん哲学外来
コーディネーター養成講座はその規範を身につけたコーディネーターを育成します。
　がん哲学外来市民学会認定コーディネーターが求められる背景には、今後、カフェが全国に拡がっていく中で、活
動の質を維持し、問題の発生を未然に防ぐためのしくみを学会が主導して設けることにより社会的な信頼を担保する
必要性が存在します。また、病院などにカフェを開設するに際して相応の資格が求められることも予想されます。
　以上の背景から2015年度以降は「がん哲学外来カフェ」は少なくとも 1 名の学会認定「がん哲学外来コーディ
ネーター」により開催されることが望まれます。学会認定コーディネーターには、カフェが一定の規範から逸脱しな
いように責任をもってカフェを主催することが求められます。  

【学会認定コーディネーターといわゆるコーディネーターの違い】
　このように学会認定コーディネーター誕生の背景を考えると、両者は区別する必要があります。学会認定コーディ
ネーターはカフェを適切に運営するための資格であり、いわゆるコーディネーターとしての資質を測る意図ではあり
ません。
　がん哲学外来の精神で日常生活のあらゆる場面でコーディネーターを行うことは自由であり、小学生や幼稚園の子
供にもそのような役割を果たすことは可能であると思われます。  

【今後の課題】
１．がん哲学外来コーディネーターに求められるものは時代に即して、経験に即して、変化していくものである

ことをふまえ、毎回の養成講座や大会で考えていく必要があります。認定制度委員会は枠組みを決めることを
目的とし、内容を盛るのはそれぞれのコーディネーターに求められていることであることを認識し、今後、
コーディネーターも含めた情報交換などを積極的に行ってゆく必要があります（認定制度委員会の設置） 。

２．がん哲学外来コーディネーターの制度が動き始めたときに、さまざまな形（カフェのかたちを含めた様々な
スタイル）が生まれてくると思われます。多様性があることは良いことと考えます。同じようにがん患者さ
んをサポートするがんサロンやピアサポートもそれぞれの定義があることを思い、互いに尊重し合うスタン
スが望まれます（この委員会で決められることではないと思います。） 

３．がん哲学外来やカフェをコーディネートするがん哲学外来コーディネーターと実際に相談にのる相談員人とい
うのでは若干主旨が異なると思いますので、今後認定相談員のようなものも必要となることが予想されます。

【がん哲学外来コーディネーター認定制度委員会】
（活動内容）
　　１．初年度、認定基準の設定
　　２．認定制度の年度ごとの見直しへの提言
　　３．継続的に活動し、柔軟に見直しも検討する
　　４．年度ごとの新規認定者の確認
　　５．がん哲学外来コーディネーターの活動状況、意見の把握
　　６．コンプライアンス順守状況に関する確認 見直し課題の有無の検討  

【認定制度委員会  2012.11.24発足】
　◆委員長　石田　　卓（吉田富三記念福島がん哲学外来/福島県立医科大学）
　◆委　員　安藤　　潔（がん哲学外来市民学会/東海大学医学部血液・腫瘍内科教授）
　　　　　　加藤　誠之（新渡戸稲造記念がん哲学外来/岩手県立中央病院がん化学療法科長）
　　　　　　宮原富士子（勝海舟記念下町（浅草）がん哲学外来 ㈱ジェンダーメディカルリサーチ代表取締役）
　　　　　　宗本　義則（浅井三姉妹がん哲学外来/福井県済生会病院集学的がん診療センター長）
　　　　　　村島隆太郎（がん哲学外来浅間対話カフェ/佐久市立国保浅間総合病院院長）
　◆事務局　片桐　孝子（がん哲学外来佐久ひとときカフェ/がん哲学外来研修センター）  
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がん哲学外来市民学会認定コーディネーターの認定基準

１．学会認定コーディネーター資格は以下の要件を満たし学会認定委員会に資格申請を行う
ことにより取得できる。認定委員会により審査され適確と認められたコーディネーター
候補者は、学会理事長の承認を受けて認定コーディネーターの資格を得る。

①　学会認定「がん哲学外来コーディネーター」は「がん哲学外来コーディネーター養
成講座」3回分の修了証を取得していることを要件とする。

②　学会認定「がん哲学外来コーディネーター」申請時にはコーディネーターとして自
分の目指すところを 400 字から 800 字程度でまとめた小論文を提出する。

③　学会認定「がん哲学外来コーディネーター」は下記の倫理指針に準拠する。違反し
た場合は認定を取り消すことがある。

２．学会認定「がん哲学外来コーディネーター」資格は有効期限を 5年間として、更新する
こととする。更新要件は認定期間中の５年間で学会年次大会への参加 3回以上とする。

学会認定がん哲学外来コーディネーター倫理指針

１．がん患者さん（ご家族）の心のケアを第一とする。
２．来談者のプライバシーの保持を堅守する。
３．がん哲学外来とは直接関係の無い布教活動やイベント等への勧誘、販売促進活動、営業
活動は行わないよう配慮する。
上記に基づき、高い倫理観・使命感をもって活動を行う。
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学会広告及び協賛社名一覧

　がん哲学外来市民学会第５回大会の開催にあたり、以下企業様から寄付、広告掲載のご支援を頂戴
いたしました。ここに銘記し、その厚情に深謝いたします。

アステラス製薬株式会社

エーザイ株式会社

MSD株式会社

小野薬品工業株式会社

コヴィディエンジャパン株式会社

大日本住友製薬株式会社東北支店

大鵬薬品工業株式会社

武田薬品工業株式会社

田辺三菱製薬株式会社

中外製薬株式会社

一般社団法人日本血液製剤機構

丸木医科器械株式会社

持田製薬株式会社

株式会社ヤクルト本社

（以上14社　五十音順）

がん哲学外来市民学会大会　第５回大会　
大　会　長　金　田　　　巖
実行委員長　鈴　木　　　聡

















＜共　催＞
石巻赤十字病院、がん哲学外来市民学会

＜後　援＞
宮城県、石巻市、東松島市、女川町、一般社団法人石巻市医師会、

一般社団法人桃生郡医師会、一般社団法人石巻歯科医師会、一般社団法人石巻薬剤師会、
公益社団法人宮城県看護協会、公益財団法人宮城県対がん協会、朝日新聞仙台総局、
毎日新聞仙台支局、読売新聞東北総局、河北新報社、石巻日日新聞社、石巻かほく、

　　　　　　　　　　、　　　　　、　　　　　　、　　　　　　　　、　　　　　　　　、
ラジオ石巻FM76.4、エフエム仙台


	01
	P_1
	P_2
	P_3
	P_4
	P_5
	P_6
	P_7
	P_8
	P_9
	P_10
	P_11
	P_12
	P_13
	P_14
	P_15
	P_16
	P_17
	P_18
	P_19
	P_20
	P_21
	P_22
	P_23
	P_24
	04

